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コロナ禍における I＆A視察：北陸支部によるハイブリッド視察の試み
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はじめに
輸血機能評価認定（以下 I＆Aと略す）は輸血用血液

や分画製剤の適正使用を徹底すること，輸血の安全を
保証することで安全な輸血管理を目指すことを目的と
し第三者が点検して認証する制度であり，2015年に制
定後，2021年 11月時点で 150の施設が認定されている１）．
認定及び更新にあたっては従来複数の視察員が施設に
赴き視察を行なっていたが，新型コロナウイルス感染
症（COVID-19）の広がりによって不要不急の外出制限
等もあり，視察の実施が困難であったことから同年 4
月 24日に当面の I＆A視察の中止，認定期間満了施設
においては認定期間の 1年延長の対応がとられること
となった２）．
その後も COVID-19は拡大，収束を繰り返し，先が

見通せない状況であることから，オンラインテレビ会
議システム（Zoom™：以下 Zoomと略す）を用いたリ
モート視察を 2021年度から開始することとなった３）．
Zoomを用いて資料を共有することで行なっているが，
直接視察出来ないことから静止画の撮影を事前に受審
施設で行わざるを得ないことや膨大な資料をどのよう
にして共有するかなど改善すべき点があると思われた
ため，現地視察員を 1名のみに絞り，オンラインテレ
ビ会議システムを併用するハイブリッド方式（以下ハ
イブリッド視察と略す）を取り入れた視察を北陸支部
で行った．準備期間の短縮や当日の視察時間の短縮な
ど一定の効果が得られたので，手順を含め報告する．

方 法
事前準備
・2021年度末で認定施設更新となる施設の視察にあた
り，ハイブリッド視察とすることを同年 11月の北陸
支部例会で報告し，また I＆A制度審議会に諮り承認
を得た．
・認定施設更新となる施設にハイブリッド視察で行う
ことを連絡し，承諾を得た．その際インターネット
環境の確認を依頼した．また，事前に提出できる資
料はオンラインストレージシステム（Proself™）を
用いて提出してもらうことにした．
・資料提出にあたっては準備時間の短縮を目的に視察
前調査票の項目に加え，各認定及び重要事項に対応
する資料を事前に送付出来るよう準備してもらい，
資料名と対応する番号を選択することでリスト化さ
れる調査票を作成し，受審施設に記入を依頼した（表
1）．
・提出された資料は前出のオンラインストレージシス
テムを用いて各視察員と共有し，視察 1週間前を目
処に Zoomにて事前審査を行った．

・視察当日は事前に提出出来なかった資料の確認や追
加の質疑を行った後，輸血部門や自己血採血室など
の現地視察を現地視察員 1名で行い，静止画として
収めた上でリモート視察員と共有の後に審査を行っ
た．その後講評を行い，視察終了とした．視察当日
のスケジュールを表に示す（表 2）．

1）富山大学附属病院血液内科
2）富山県立中央病院内科（感染症）
3）富山大学附属病院検査・輸血細胞治療部
4）厚生連高岡病院臨床検査部
5）富山県立中央病院検査科
6）福井県立病院検査室
7）福井大学保健管理センター
8）金沢大学附属病院輸血部
〔受付日：2022年 2月 15日，受理日：2022年 4月 25日〕
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表 1　受審施設に送付した調査票（一部抜粋：資料名をリストに記入頂き，認定・確認事項に該当する資料番号を選択） 

表 2　当日の視察スケジュール 

xxxxx@med.u-toyama.ac.jp

・北陸支部としてリモート視察が初であったことから，
視察員，受審施設，事務局を対象として，今後の改
善に繋げることを目的とした事後アンケートを行っ
た．対面でのアンケート回収が困難な状況であるこ
とからMicrosoft社のForms™を用いてアンケートを
作成し，対象者には URLや QRコードをメール等で
送付し入力を依頼した（図 1）．

結 果
事前審査
視察日 1週間前に視察員 3名及び I＆A支部事務局を

加え，Zoomの事前テストを兼ねた事前審査を行なった．
視察当日は受審施設で携帯電波を使用することも想定
し，携帯電波でも Zoomが利用可能であることを確認
した．システムダウンに備え当日の緊急連絡先につい
ても確認を行った．
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図 1　視察後アンケート質問票 

表 3　当日の質問・現地確認事項（一部抜粋）   

審査は受審施設が作成した視察チェックリストの回
答に関し，提出された資料内に記載があるかを確認し
た．事前審査当日は疑義がある部分のみを確認するこ
ととした．また受審施設で現場確認の必要がある場所
のリストを作成した．
事前審査自体は全 77の事項を確認するのに 1時間程
度で終了し，事前審査では十分な確認が取れなかった
質問事項を 12点，個人情報保護の観点から現地視察が
必要と判断した診療録に関する項目を中心に，採血室
での VVR対策などしかるべき部署に備えるべき項目が

満たされているか，保冷庫に不測の事態が発生した際
の警報等，静止画では確認が難しい点を加え，当日の
視察事項を 23カ所と定めた（表 3）．
視察当日
視察当日は現地視察を担当する主任視察員が視察開
始 30分前に受審施設を訪問し，準備を行なった後，視
察開始 15分前に Zoomに接続を行なった．
当日の視察風景を図 2に示す．当初は現地の主任視
察員と，受審施設のパソコン 2台で行う予定であった
が，受審施設側で大画面のモニターが準備されたため，
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図 2　当日の視察風景
A：認定・重要事項の確認（対面及びリモートにて）
B：自己血採血室での現場確認
C：現場確認後リモート視察員との打ち合わせ 

AA BB

CC

スムーズに審査を運ぶことができた．万が一のトラブ
ルに備え技術担当職員の待機も依頼した．また回線は
当初携帯電波を用いる予定であったが，実際には受審
施設に常設されている外来用Wi-Fi電波を使用した．
スケジュールに従い，自己紹介の後に認定・重要事
項に関し質疑応答を行なった．この部分ではリモート
視察員からも質疑応答を行なったが特にトラブルなく
確認出来た．
その後リモート視察員は待機とし，現地視察員が輸
血部門，病棟，手術部門，自己血採血室の視察を行なっ
た．事前に設定した 23カ所を順次視察し，個人情報保
護に配慮を行なった上で静止画にて撮影を行なった．
約 1時間の視察後に撮影した静止画を事前に準備し

ておいたパワーポイントに貼り付けを行なった上で，
リモート視察員と Zoom上で最終確認を行なった．こ
の間，受審施設の担当者は別室で待機していたが，画
像で不足している点が 1点指摘されたことから追加で
視察を行なった．その後，受審施設の担当者に対し講
評を行い視察は終了とした．当初予定したスケジュー
ル通り 2時間で全日程を終了することができた．
視察終了後に視察員，受審施設，事務局を対象にし
て実施した事後アンケートの結果を図 3に示す．事前
準備に関しては視察員からは対面視察がより負担が少
ないという意見が最も多かったが，受審施設からはハ

イブリッドでも同等との意見が主であった．視察時間
はアンケートに回答した全員がちょうど良いとの意見
であり，またオンラインでのやり取りに支障があると
いう回答は見られなかった．総合評価として従来の対
面方式よりも併用が良いという意見が 89%と多くを占
め，残りの 11％の意見もこれなら完全オンラインでも
可能との回答だった．自由記載では双方の負担軽減に
繋がったとの意見，受審施設で全て画像等を準備する
ことの負担，新規視察では対面，更新ではハイブリッ
ドでの視察の提案などが挙げられた（表 4）．

討 論
今回，COVID-19拡大を受けリモート視察と現地視察
を組み合わせたハイブリッド視察を行い，大きなトラ
ブルもなく視察可能であった．従来の訪問形式に比べ
ると準備にはやや時間を要したものの，視察当日は確
認事項や視察事項を明確にすることで当日の視察時間
の短縮に繋がったことは視察員，受審施設双方から好
評であった．
2021年 8月 4日にWebにて行われた I＆Aリモート
研修会におけるリモート視察概要では利点として施設
への距離や場所に関わらず実施可能，人と人との接触
を減らすことが可能とされている４）．実際，今回のハイ
ブリッド視察では視察員を受審施設と同一県内から選
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図 3　視察後アンケート結果 

職種

臨床検査技師 医師 事務

立場

受審施設 視察員 事務局

事前準備

どちらも変わりない 対面視察が楽 ハイブリッドが楽

視察時間

ちょうど良い

オンラインでのやり取り

対面と変わらず オンラインがしやすい

総合評価

併用が良い 完全オンラインが良い

表 4　視察後アンケート自由記載

・非常に効率的に進み，1名の実視察が伴っているだけで全面web 視察より施設側も審査側も負担が軽減していると強く感じた．
・更新審査であればとても効率的で従来方法と比較し遜色がない．
・主任視察員の先生が現地と視察員の意見を相互に取り持ったので，従来通りの対面での視察と遜色無い充実した視察を行う事が出来た．
・電子カルテの撮影時は患者氏名などの映り込みに注意が必要．
・オンラインの機材準備は情報担当の方が，現場で確認が必要なものも主任視察員が共有したことで，受審施設としては負担は少なかった．
・予め画像を撮影して視察員に共有するとなると負担に感じる．
・受審施設や視察員の皆様の十分な準備によって，スムーズな視察となったと思う．
・初回受審の際などは対面で行う必要があると感じた．
・ 事前の書類確認は，大量に送付されてきたファイルの確認に従来より時間を要した．当日の視察時間は事前準備に時間をかけた分短縮につ
ながった．

・現場確認が必要なことを考慮するとハイブリッド形式が妥当で完全オンラインは難しいと考える．
・施設のメール環境によっては大きいサイズのファイルの送受信方法も考慮する必要がある．
・前もって資料を確認することで受審時間が短くなり，看護師等他の職種への協力を依頼しやすい．

出したものの，都道府県により視察員数にばらつきが
ある現状を考慮すると，現地の視察員は同一県内とし，
リモート視察員は県を跨ぐ，更には支部を跨いでの委
任も可能と思われ，支部を跨いだ施設間交流や視察方
法の均一化等が期待される．
リモート視察の欠点として挙げられている現場での
視察が行えないこともハイブリッド視察であれば，実
際の現場を確認することが可能である．輸血効果の記
載や書類・製剤などへの患者署名等要配慮個人情報を
Zoomに挙げることは問題となるが，オンラインでは確
認が不十分となる部分に関しても現地視察を組み合わ
せることでより確実な審査に繋がることが期待される．
当初は動画中継も案として挙がったが電波状況が中

継に耐えうるか，認識可能な動画がその場で作成でき
るかなどの問題点があることから静止画を撮影しパワー
ポイント上で共有する方法を採用した．もし撮影に十
分な技能を持つ視察員が担当し動画中継で視察を行え
ば，あらかじめパワーポイントを準備する時間を省け
ることが期待される．
このハイブリッド視察においても欠点は存在すると
考えられる．まずは回線の問題である．今回の視察に
おいては受審施設が準備したWi-Fi環境を利用できたた
め，回線が途切れることなく進行できたが，施設によっ
てはWi-Fiはおろか携帯電波でも回線が Zoom™等のオ
ンライン会議システムに耐えうるかという問題がある．
今回の視察では事前審査で携帯電波を使用し回線が耐
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えうることは確認していたが，受審施設の立地条件等
によっては視察困難な場合も想定される．その点を受
審施設と事前に十分協議を行なっておくことが必要で
ある．またバックアップ用の回線を準備しておくこと
も必要と考えられる．
もう 1点はセキュリティの問題である．事前審査を

行う上で受審施設より提出される資料が機密事項に当
たる場合には提出が困難となることも予測される．ま
た，オンラインストレージシステムを資料共有に使用
したが，それらをセキュリティの観点から使用できな
い視察員が出てくることも十分考えられる．
今回の I＆A視察は認定期間更新施設に対して行った
が，新規受審であってもリモート視察が選択可能となっ
ている．ただ，この際には COVID-19が収束し訪問視
察が可能となったら訪問審査を受けることが望ましい
とされている．しかし，2度の審査は視察員，受審施設
双方とも負担となることが予想されることから，新規
受審ではハイブリッド視察の採用も一法と考えられる．
I＆A認定施設は 2016年の認定基準（第 5版）改訂以

降受審施設の増加が見られ，2020年では 154施設まで
増加したものの４），2021年 11月現在 150施設と COVID-
19拡大の影響を受け増加が頭打ちになっているものと
考えられる．現在の目標である 200施設の認定を目指
すことで輸血管理料における加算項目，また病院機能
評価における輸血医療部分を代替することが期待され
ている４）．この頭打ちの状況を打破するためにも視察員，
受審施設双方でより視察を行い易いシステム作りは急
務と思われる．今後もリモート・対面双方の利点を組
み合わせた視察の継続が望ましいと考える．

結 語
本稿投稿時には SARS-CoV-2ウイルスオミクロン株

の感染が従来と比較してもかつてないスピードかつ過
去最大となる第 6波として拡大しており，まだまだ

COVID-19の終息は見通せない状況にある．従来の方式
での視察の再開にはまだ時間を要するものと考えられ，
北陸支部ではハイブリッド視察を試みた．受審施設の
インターネット環境やセキュリティ環境によって一定
の制限がかかるものの，事前の準備を入念に行うこと
で当日視察が短時間で終了するということも確認出来
た．改良を重ねていくことで従来方式での視察に捉わ
れる必要がなくなる可能性も秘めていると考えており，
今後の I＆A視察の方向性に本稿が一石を投じることに
なれば幸いである．
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